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-(T,iBn拍 N(2,-Ac-B,2dc); α-一言 (2･28,
これはY2(z')と∑2(,)を用いて
･3(L)-孟/.L(L3-2L2r･r3)E2(r)dr,
孟 一品 /.L(L-r)3(2L2I9Lr-3r3)Y2(r)dr, (2･29)
と哀 される (詳しい導出は付録 Bを参照)｡この二乗ゆらぎのことを△3統計量といい､N(2)の
ゆらぎの性質を特徴づける量である｡
最後に最近接準位間隔分布と呼ばれる統計量を導入する｡最近接準位間隔分布とはある一つの

























6(slP･･ ^1,% (E3･,- ^2,91(2 V2-(E3･2),)- o
ここで･入1と入2はLagrange未定乗数である｡この条件式から































































































































































































































exp巨益 stri 2〉-/dQexp(-;stre 2IiStrQi)I (3･22)
Q-(zpli?2',)･
(3.22)式においてStreAは､










































また､ Gauss型直 交 集団､Gau ss型シンプレクテ ィツク集団に 対 して､平均 化 されたエネ ルギー
準位密度は次のように な る｡
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0 1 2 3 4 5
図3･4:スタジアム･ビリヤード系における∑2統計量｡｡は数値計算による結果｡参考文献[3]か
ら引用｡
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W(E,-去/Dhxp(-iafltQaEINQa一纏 - 2), (4･49,
となる｡ ここでHubbard-Stratonovich変換
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X12 x23 X31 X12 1
｢高 ｢ 高 鳥 .｢高 ｢ 亮 ｢瓦
X12 x23 1 x23 X31 1






















































































































































































































































































































































X12 x23 X31 X12 1
｢乃訂 璃 ;蓋 +r 烹訂 巧 言‡二 転
X12 x23 1 x23 X31 1





















































































































































































































































































































･h(i,i(i,-誓 6(榊 ,(嘉 写cn･n･,e-i'EnE-'t/A)-誓幾 (5･40,



































































































































































232dC一言主2 ー2/三 CN(I)血 -0･
A-芸か (I,dC･
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